
 

令和７年度流山市一般会計歳入歳出決算認定について 

 

 歳入総額 966 億 782 万 8 千円に対し、歳出総額は 932 億 9,865 万円となり、さらに繰

越明許費など翌年度へ繰り越すべき財源として 7 億 6,910 万 3 千円を差し引いた結果、 

25 億 4,007 万 5 千円の実質収支額となりました。その上で、地方自治法及び流山市災害

救助基金条例の規定に基づき、同基金に 50 万円を積み立てましたので、残額の 

25 億 3,957 万 5 千円を令和８年度に繰り越しました。 

歳入は、前年度に比べ 7.9％、70 億 9,722 万 1 千円の増額となりました。これは、納

税義務者や新築家屋の増加により市税全体で前年度に比べ 9.1％、33 億 1,143 万 7 千円

の増額となったほか、児童手当交付金などの増加により国庫支出金が前年度に比べ

10.2％、20 億 2,585 万円増額となったことによるものです。 

歳出では、前年度に比べ 8.0％、69 億 3,427 万 7 千円の増額となりました。これは、

児童手当の増額や物価高騰に対する支援策として子育て応援手当を支給したことによ

り扶助費が前年度に比べ 6.6％、19 億 5,963 万 2 千円の増額となったほか、物価高騰支

援事業としておこめ券の配布を行ったことなどにより物件費が前年度に比べ 9.6％、 

14 億 3,704 万 4 千円の増額となったことなどによるものです。 

 

 審査の結果、本議案は、令和 8年 10 月 6 日に、22 対 5 の賛成多数で認定されました。 

 


